
旭正有機機械利用組合　水稲栽培マニュアル　有機JAS Ver
【適正な管理で品質向上・収量確保を】
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理 ★湿田・半湿田タイプの水田では稲わら搬出で

の 　水田表面の乾燥化を図り、初期生育の促進を。
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生育や気象の状況に合わせた水管理

分げつ促進の浅水管理
不稔防止の深水管理

登熟促進へ間断かんが

低蛋白米生産は可給態窒素で窒素施肥量決定 老化のないズングリとした健苗育 稲わら収集と水田乾燥は米づくりの基

全層 側条
低地土(乾田) 9.5 9.0 6.0 3.0 8.0 8.0
低地土(半湿田) 9.0 8.5 5.5 3.0 8.0 8.0
台地土 8.5 8.0 4.5 3.5 8.0 8.0
泥炭土 7.5 7.0 3.5 3.5 8.0 8.0
　　※各土壌区分とも可給態窒素量で施肥窒素量を増減する

全層施
肥のみ

表　地区内の土壌区分別施肥標準（可給態窒素が中位の土壌）　(kg/10a）

土壌区分
窒　　素

リン酸 カリ全層＋側条組み合わせ

育苗日 ３０日程度

初生葉の葉色が濃く、先端が
黄化していないこと。

※100本

　中苗箱マット育苗基準
草 丈 10～12cm

葉 数 ３．１葉以上
第１鞘高 ３．０cm以下
乾 物 重 ２．０ｇ以上※

成苗ポット育苗基準

草 丈 10～13cm

葉 数

ゆめぴりか 3.6～4.3葉

ななつぼし   3.6～4.0葉

きらら397    3.6～4.4葉

第１鞘高 2.5cm以下

乾 物 重 3.0ｇ以上※
育苗日数 30～35日

初生葉の葉色が濃く、先端が黄
化していないこと。

育苗形式 10a当りの播種量(kg)

ポット 2.5
マット 4.2
型枠 3.0


